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英国金融政策（2023年5月）
12会合連続の利上げで政策金利は2008年以来の高水準に

1/1

2023年5月12日

景気・物価見通しを大幅に上方修正、複数回の追加利上げも視野に

BOE（イングランド銀行）は5月10日（現地、以下同様）に終了した金融政策委員会で、市場予想通り

政策金利を4.25％から4.5％へ引き上げることを決定し、11日に発表しました。2021年12月から12会合

連続の利上げです。利上げ幅は前回3月と同じく0.25%ポイントで、票決も前回と同じく7対2で2名は据

え置きを主張しました。結果的には、米国、ユーロ圏の利上げに追随した格好です。

BOEは四半期毎に公表の金融政策報告書で、景気、雇用、物価の見通しを大幅に上方修正しました。実

質GDPは2023年1-3月期から前年同期比で7四半期連続のマイナス成長との前回の見通しを全てプラス成

長に改め、失業率も2024年末まで直近の3.8%とほぼ変わらず4%を下回る低水準のまま推移するとの見

通しです。世界経済の強まり、エネルギー価格の下落、財政面での支援等を理由として挙げています。消

費者物価指数の見通しは2023年末を前年比3.9%から5.1%へ、2024年末を同1.4%から2.3%へ引き上げ、

エネルギー価格の下落がインフレ率に反映されるまでに想定外に時間を要する可能性にも言及しています。

声明文では今後の金融政策の方針について、「より持続的なインフレ圧力の証拠があれば、追加利上げ

が必要になるであろう」と、3会合連続で同一の表現を用い、データ次第であることが示されました。た

だ、利上げの累積的な効果の発現が遅れる可能性にも言及するなど、利上げ打ち止めを見据えたこれまで

の姿勢から変化し、複数回の追加利上げも視野に入りました。

（出所）ブルームバーグ

※政策金利は発表日ベース

英国の金利と為替英国の消費者物価指数と週平均賃金

（出所）リフィニティブ

※コアは食品・エネルギー・アルコール・タバコを除く系列
週平均賃金は2023年2月まで

（前年同月比、％） （％） （米ドル／ポンド）（2010年1月～2023年3月） （2020年初～2023年5月11日）
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